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［要旨］（3,000 字程度、1 行 40 文字で 75 行） 
本研究では現地における感潮水域として青森県の東部に位置する小川原湖と青森県の西北部に
位置する十三湖を調査対象水域にしている。小川原湖は湖沼面積 62.12km2、水面の標高は 2014
年平均水位が 0.291m となっている。小川原湖は日本の湖沼では 11 番目の面積規模を有している
(汽水湖のなかでは 5 番目)。青森県では、最大の湖である。また、流入河川は七戸川や花切川など




を調査研究の目的としている。2016 年および 2017 年には、湖口部の北部湖岸近くに位置する澪
筋における遡上塩水塊の挙動を現地観測により調べ検討している。 








観測は自記式の流向流速計、塩分水温計を用いて、2016 年は 6 月 14 日から 10 月 3 日と 1 
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のとして海水の遡上現象を Sasaki, Tanaka and Umeda(2009,2012,2015)により示されている基
礎方程式から検討を行っている。河口の塩水の動きに関する理論は最初に Sasaki, Tanaka and 
Umeda(2012)によって示されている。この理論は塩分の垂直分布を明確にするため、湖底から水
面までの全水深をいくつかの水層に分割し、水平分割水層の内部で拡散現象をとらえようとした







究では Sasaki, Tanaka and Umeda の理論が感潮水域であれば適用可能であることを示してい
る。Sasaki, Tanaka and Umeda の理論は順流・逆流が強いほど予測精度が良い。しかし、地形





（1）十三湖に入る塩水の割合は、3 月と 4 月を除く全月で 30％に達する。 
（2）3 月と 4 月には、塩水の割合が数％減少する。 4 月には新鮮な水がある。4 月の淡水は 99％
に達する。 3 月と 4 月には山地からの融雪による小洪水があるため、岩木川の淡水量は春先に多
くなる。その後、春から夏にかけて湖に遡上する塩水の割合が増加する。 
（3）塩水侵入量は 7 月が最も多い。 
（4）9 月に湖に流れ込む塩水の量が減少する。 9 月の塩水侵入の減少は、日本の台風シーズン
の大量の降雨によるもである。 
（5）2013 年から 2017 年までの 5 年間の平均的な塩水侵入量は、3 月と 4 月を除くと毎月 50〜
80 Mm 3に達する。塩水は 3 月に 23Mm 3に減少し、4 月にさらに減少し 4Mm 3となる。
塩水は 7 月に 80 Mm 3に達する 
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